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した行為といえる。実際，経営学における世界最大の学会は，米国に本拠地を置く Academy of 
Management（以下 AoM）であり，その会員は世界 120 カ国から集まり，会員数は 2 万名近くに
上る。AoM は，経営学の学術研究の欠如を憂慮して 1936 年に発足したという経緯もあり，研究の
発展に軸足が置かれてきた。しかし近年，日本と同様，米国でも大学教育の費用対効果を問う声が
高まってきたことを背景に，教育に特化したセッションを年次大会中に開催するようになった。
2016 年米国カリフォルニア州アナハイムで開かれた，第 76 回の AoM 年次大会における Teaching 
and Learning Conference（以下 TLC）は，3000 以上の研究論文が発表される研究発展という大海
の中に浮かんだ小さな島のような存在である。小さな島といっても，参加者は 500 名を超え，丸一
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business economics, business science, theory of business administration, theory of management
と複数の候補が表示される (3) 。これは，日本語の経営学に相当する定訳が英語には存在しないこと








chain management）がある (4) 。さらに，学部レベルではメジャーとしては独立していないが (5) ，学












国の大学における経営学教育でいうところの“business administration”と“management & 
leadership”に含まれる「経営」である。これは，経営学の対象をマクロとミクロのレベルに分け
表 1．Academy of Management の部会一覧（アルファベット順）
＊ AoM 会員は複数の部会に加入できるため，加入人数は延べ人数
部会名 加入人数
Business Policy and Strategy 4730
Careers 663
Conflict Management 716
Critical Management Studies 690
Entrepreneurship 3138
Gender and Diversity in Organizations 1345




Management Education and Development 1720
Management History 362
Management Spirituality and Religion 599
Managerial and Organizational Cognition 1178
Operations and Supply Chain Management 592
Organization and Management Theory 3897
Organization Development and Change 2096
Organizational Behavior 6060
Organizational Communications and Information Systems 764
Organizations and the Natural Environment 731
Public and Nonprofit 798
Research Methods 2281
Social Issues in Management 1687
Strategizing Activities and Practices 627
Technology and Innovation Management 2738
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ると，ミクロ・レベル，すなわち，企業内部の組織設計や人間行動を分析する研究領域で，筆者の
専門とする組織行動論（organizational behavior）は，この範疇に含まれる。世界最大の経営学の




“management & leadership”をメインの研究領域とする AoM であるが，その中には，さらに，





られているものを，AoM の中に教育特別会議として立ち上げられた TLC での発表内容から探っ
ていく。 




Teaching & Learning Conference（TLC）が AoM の年次総会の中に組み込まれたのは，2013 年
の第 73 回年次総会であった。このときの TLC の参加者は 150 名余りであった。AoM の年次総会
自体が 1 万名以上の参加者を集めることを鑑みると，この数は，非常に小さいといえる。しかし，




 　2016 年の TLC は，五つのトラックから構成されていた。第 1 トラックは，コース管理へのアプ
ローチ，第 2 トラックは，革新的な教授法のアイディア，第 3 トラックは，人間間のつながりを教
えること，第 4 トラックは，教室から社会へ，そして，第 5 トラックは，専門的職能開発，をそれ
ぞれテーマとした。各トラックは，60 分の持ち時間の間に，7 つから 9 つの分科会が同時並行的に
開催された。このような構成により，一日という開催期間に，TLC は 43 の分科会とランチョン講








表 2．Teaching & Learning Conference の構成と分科会
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 第 4 章　アクティブラーニング：その定義と日米における発展の違い 
 　本章では，アクティブラーニングの定義，また，アクティブラーニングが発展してきた背景が日
米で異なること，に焦点をあてる。 































1970 ～ 80 年代から顕在化したアクティブラーニングは，自主的・主体的に大学教育改革を行う自
己点検・評価の経験という長い歴史に裏打ちされたシステムの存在の上に深化を遂げたものだとし




























































難しい作業を，根気よく続けている。例えば，2005 年の AoM の年次総会で，当時の学会長であっ
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 Interrelationships between the Future Direction of Management 
Education in the United States and Active Learning:
Implications for Higher Education in Japan 
 Noriko YAGI 
 Abstract 
 　 This article examines and analyzes the future direction of management education in the Unit-
ed States based on findings gathered from a Teaching and Learning Conference at the Academy 
of Management, the largest academic society in the world.  The analysis reveals an underlying 
motif shared by both the future direction of U.S. management education and a paradigm change 
in teaching and learning effected through the promotion of active learning.  The article examines 
the significance of the interrelationship between this latent motif and the paradigm change and 
discusses its implications for higher education in Japan. 
 Key words: management studies, teaching methods, active learning, teaching-learning paradigm 
